
市長定例記者会見 

と き：令和５年１１月２２日（水） 

午前１１時００分から 

ところ：市役所静岡庁舎８階 市長公室 

１  企業立地総合サポート窓口の設置について 

【産業振興課】 

２ 「静岡マラソン2024」“おもてなし・しぞーか(仮)”について

【スポーツ交流課】 

◇幹事社代表質問  担当「テレビ静岡」 

次回の予定 １２月８日（金） 午前１１時００分～  
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企業立地総合サポート窓口の設置 

１ 要旨 

現在の経済情勢としては、コロナ禍を経て全国的に企業活動が回復し、原材料高の影響は

依然として高いものの、企業は高い投資意欲をもっています。 

静岡市においても、生産拡大や設備の高度化、DX、GX などへの対応のため、既存事業所

の拡張、分散する事業所の集約、新たな事業展開などのための積極投資の意欲が高まって

います。 

本市としては、このような投資動向に的確に対応し、企業の未来に向けた積極的な投資の 

促進を支援していきます。 

企業からの問合せ・相談については、本年９月１日に設置した「企業立地総合サポート窓口」

で一元的に受け付け、「静岡市企業立地推進プロジェクトチーム」を通じて、円滑な開発手続

きに向け、各種規制への対応等、課題解決を図るため徹底した下支え・伴走支援を行ってい

ます。 

とりわけ、最大の課題となっている企業立地用地の確保について、先行して取り組む具体

なエリアを設定し、低未利用地の集約や用地の早期提供に向けた仕組みの構築を進め、用地

の創出を実現していきます。 

あらためて、ここで「企業立地総合サポート窓口」を設置したことをお知らせします。ぜひ、

お気軽にご相談ください。 

２ 「企業立地総合サポート窓口」 

企業の投資を促進するため、企業立地が実現するまでの各段階（進出先の土地の検討 

（土地探し）～決定→土地の開発→工場等の建設）において、企業からの問合せ・相談を一元

的に受け付ける「企業立地総合サポート窓口」を本年９月に設置しています。 

相談件数は開設前の月平均５件に対し、開設後の２か月間で、物流業、製造業を中心に  

１８件の相談を受けており、引き続き企業からの相談内容に応じた伴走支援を行っていき 

ます。 

【企業立地総合サポート窓口】 

○設置場所 経済局商工部 産業振興課 企業立地係 

○電話番号 054－354－2407 （HP）https://www.city.shizuoka.lg.jp/805_000001_00217.html 

３ 静岡市企業立地推進プロジェクトチームにおける課題解決の取組 

企業の希望に合う用地を早期に確保できるよう、都市計画関係法令や基準による許認可、

道路や上下水道などのインフラの整備状況、 県や市の助成制度に関することなど、企業  

立地にかかる多様な課題を迅速に解決するため、本年４月に設置した「静岡市企業立地推進

プロジェクトチーム」により、部局横断的に取り組んでいます。 

プロジェクトリーダー：本田副市長 

構成員：経済局長、都市局長、農林水産統括監、農林水産部長（農業委員会事務局長併任） 

なお、案件の内容に応じて、他の関係局長も出席

次頁あり 
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４ 具体的なエリアの設定と用地の創出 

現在、本市では、企業の立地用地の要望に対して、直ちに提供できる土地が少ないという 

課題があります。このため、市が民間の開発事業者等と連携し、早急に用地を供給できるよ

うにするとともに、具体的な立地に向けて円滑に手続きが進むよう、伴走支援を行います。 

用地の創出に当たっては、例えば、低未利用地が点在する地域の土地については、その 

場所に適した土地の集約化の手法を検討し、一団の土地とすることが必要です。また、一団

の土地であったとしても、アクセス道路、上下水道設備などのインフラや建設発生土の処分

等様々な課題があり、これらの課題を一つひとつ解決していく必要があります。 

これを実際に形にしていくため、具体的なエリアを設定し、用地の集約手法等を構築し、 

また民間の開発事業者との連携も図りながら、大規模なものだけでなく、中小規模の立地

ニーズも捉え、用地の創出を進めていきます。 

具体的なエリアの候補として、主要幹線道路からのアクセスが良く、低未利用地が一定  

程度見受けられるものの、市街化調整区域であることや農地の転用、地権者意向等の課題が

ある場所として、清水区庵原エリア等を想定しています。 

なお、選定にあたっては、企業立地総合サポート窓口への相談状況や本年度行っている 

企業立地用地開発可能性調査事業の結果等も踏まえ、より実行性と即時性の高いエリアを

検討していきます。 

  担当：産業振興課（354-2407） 
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担当：市スポーツ交流課(221-1037) 

「静岡マラソン２０２４」“おもてなし・しぞーか（仮）”について

「静岡マラソン２０２４」は、好記録を目指すランナーから、マイペースで走りたいラン

ナーまで、多くのランナーのみなさんが楽しめる大会を目指しています。 

また、静岡マラソンの１次募集（９月 15 日（金）～11 月 14 日（火））では、10,500 人（定

員：12,000 人）の方からエントリーをいただきました。 

11 月 16 日（木）から２次募集を開始しておりますが、好記録を狙うランナーの皆様のエ

ントリーだけでなく、静岡マラソンを楽しんでもらうランナーの皆様のエントリーもお待ち

しております。 

なお、当日の体調等により早い段階で制限時間を超えてレースを終了する事になったラン

ナーや、マイペースで走りたいランナーの皆様に、静岡マラソンをより一層楽しんでいただ

くため、特に早い段階でレースを終了することになったランナーのみなさんを対象に、静岡

を堪能していただく場を設けることにいたしました。 

■おもてなしの概要 ※詳細は変更になる場合があります。 

名 称 おもてなし・しぞーか（仮） 

場 所 第４関門付近（スタートから 22.0km 地点） 

対 象 第３関門及び第４関門で制限時間を超えたランナー又は 

制限時間内だが第４関門でマラソンを終了するランナー 

内 容 ・静岡の食の提供（いちご、おでん、安倍川もちなど） 

 ・温かい飲み物の提供（お茶、甘酒、豚汁など） 

 ・マスコットのお出迎え、記念写真（あおいくん、トロベー、シズラなど） 

 ・メッセージボード「来年の私へ」（次年度にＥＸＰＯで展示） 

 利用方法 第３関門（スタートから 18.0 ㎞付近）で制限時間を超えた方は、救護バスで

第４関門（同 22.0km 付近）へ送迎します。 

 ※「おもてなし・しぞーか（仮）」の詳細は、今後、調整しますので、内容は予定となります。 
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